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９
月
末
現
在
に
お
け
る
松
阪
労
働
基
準
監
督

署
管
内
の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
前

年
同
期
よ
り
25
人
増
加
し
、
188
人
（
15.3
％
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
10
年
間
（
平

成
26
年
～
本
年
）
で
、
最
多
の
死
傷
者
数
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、「
製
造
業
」
に
お
い
て
は
、
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
者
数
が
先
月
よ
り
７
人
増
加
し
、

56
人
（
昨
年
同
期
比
64.7
％
増
）
と
大
き
く
増
加

し
て
い
ま
す
。 

 

事
故
の
型
別
で
は
、「
転
倒
」
に
よ
る
労
働
災

害
が
一
番
多
く
発
生
し
て
お
り
、
47
件
と
全
体

の
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

原
因
は
、
物
へ
の
躓
き
や
、
濡
れ
た
床
・
マ
ッ

ト
で
の
滑
り
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

 

今
年
も
残
り
３
か
月
で
す
。
今
年
こ
そ
ア
ン

ダ
ー
240
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り

が
気
を
引
き
締
め
、
災
害
発
生
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。 
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小
売
業
に
お
け
る
災
害
発
生
件
数
は
９
月
末
時
点
で

28
件
と
、
昨
年
同
期
よ
り
21.7
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
憂

慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
当
署
で
は
、
小
売
業
で
発
生
す
る
災
害
の
約

４
割
を
占
め
て
い
る
「
転
倒
」
災
害
を
中
心
に
、
腰
痛
災

害
や
、
は
し
ご
等
か
ら
の
墜
落
災
害
、
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

パ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
た
荷
役
災
害
な
ど
、
小
売
業
に
特
徴

的
な
災
害
の
防
止
に
関
す
る
研
修
会
を
、
10
月
30
日
に

開
催
し
ま
す
。 

 

参
加
ご
希
望
の
際
は
、
安
全
衛
生
課
ま
で
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。 

 
 

 

そ
の
他
、
11
月
17
日
に
は
、
化
学
物
質
管
理
研
修
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
各
研
修
会
の
詳
細
は
安
全

衛
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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災害発生件数 188 人 過去 10年で最多 ！ ！ 

昨年同期より 

  25人増加！ 

小売業 事故の型別災害発生状況 

（R5.9 末時点 松阪署管内） 



 

  

 

 

 

令
和
５
年
９
月
８
日
ま
で
の
間
、
身
近
な
「
は
た
ら
く
ひ
と
」

に
「
今
日
も
一
日
安
全
に
働
こ
う
」
と
思
わ
せ
る
イ
ラ
ス
ト
（
共

催
：
松
阪
労
働
基
準
協
会
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三
重
県

支
部
松
阪
分
会
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三
重

県
支
部
松
阪
分
会
）
を
募
集
し
、
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

受
賞
作
品
は
、
労
働
安
全
衛
生
松
阪
地
区
大
会
【
令
和
５
年

１１
月
１４
日
（
火
）】
に
お
い
て
、
表
彰
し
ま
す
。
い
ま
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

 

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
令
和 

５
年
10
月
１
日
か
ら
、「
昇
降
設
備
の
設
置
」
、「
保
護
帽
の
着
用
」

が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。 

 

対
応
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
昇
降
設
備
の
設
置
状
況
、
保
護
帽
の

着
用
状
況
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
１
日
か
ら
は
、
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
を
使
用
し
て
荷
を
積
み
卸
す
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
は
、

「
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
の
操
作
に
係
る
特
別
教
育
」
の
受
講

が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 

昇
降
設
備
の
設
置
義
務
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た  

 

荷
を
積
み
卸
す
作
業
を
行
う
と
き
に
、
昇
降
設
備
の
設
置
義
務

の
対
象
と
な
る
貨
物
自
動
車
が
、
最
大
積
載
量
が
５
ト
ン
以
上
の

も
の
か
ら
２
ト
ン
以
上
の
も
の
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。 

 

保
護
帽
の
着
用
義
務
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た  

 

荷
を
積
み
卸
す
作
業
を
行
う
と
き
に
、
労
働
者
に
保
護
帽
を
着

用
さ
せ
る
義
務
の
対
象
と
な
る
貨
物
自
動
車
に
、
最
大
積
載
量
が

５
ト
ン
以
上
の
も
の
に
加
え
、
①
最
大
積
載
量
が
２
ト
ン
以
上
の

も
の
で
、
荷
台
の
側
面
が
構
造
上
開
放
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
構
造

上
開
閉
で
き
る
も
の
（
平
ボ
デ
ィ
車
、
ウ
イ
ン
グ
車
等
）、
②
最
大

積
載
量
が
２
ト
ン
以
上
の
も
の
で
、
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

  

 

第２回「はたらくひと」募集イラスト紹介 

▶当月報では、順次、昨年度（第２回）応募いただいた作品の一部を紹介しています。 

松阪労働基準監督署 お知らせ 検 索 

 

〇
運
送
業
の
（
荷
役
作
業
を
行
う
）
み
な
さ
ま
へ 

 
 

 

  

管
内
安
全
対
策
紹
介 コーナー 
安全衛生活動の掲載にご

協力いただける事業者の

方は、ご連絡ください。

（0598-51-0015） 

管
内
に
お
け
る
「
運
輸
交
通
貨
物
取
扱
」
業
種
で
の

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
24
人
（
令
和
５
年
９

月
末
値
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

事
故
の
原
因
と
し
て
は
、「
墜
落
・
転
落
」
が
10
件

と
、
全
体
の
約
４
割
強
を
占
め
て
い
ま
す
。 

法
規
制
の
強
化
に
対
応
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
機

会
に
自
社
の
荷
役
作
業
の
安
全
に
つ
い
て
、
い
ま
い
ち

ど
、
危
険
な
と
こ
ろ
は
な
い
か
作
業
手
順
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。 

株
式
会
社
橋
本
商
事
冷
凍
輸
送
（
松
阪
市
）
で
は
、

サ
ポ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
よ
る
昇
降
補
助
や
、
荷
台
後
方
の

昇
降
設
備
へ
の
滑
止
め
シ
ー
ト
加
工
の
実
施
、
折
畳
み

式
の
昇
降
ス
テ
ッ
プ
を
追
加
で
取
り
付
け
る
な
ど
、
よ

り
、
安
全
に
昇
降
で
き
る
工
夫
を
行
っ
て
い
ま
し
た
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（
事
業
場
提
供
写
真
） 

  

  

サポートベルトによる昇降の様子 

追加された折畳み式昇降ステップ 


